
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
え
ば
、
昨

年
開
業
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
「
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
」
が

話
題
だ
。
世
界
最
大
の
カ
ジ
ノ
を
中

心
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
有
す
る

こ
の
巨
大
複
合
施
設
は
、
携
帯
電
話

会
社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
、
男
性
ア
イ

ド
ル
タ
レ
ン
ト
と
と
も
に
三
つ
の
高

層
タ
ワ
ー
ビ
ル
の
屋
上
が
船
型
の
プ

ー
ル
で
つ
な
が
る
風
景
が
流
さ
れ
る

と
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
美
術
館
や

シ
ア
タ
ー
な
ど
を
含
む
施
設
全
体
の

完
成
は
年
末
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
で
は
、
昨
年
の
経
済
成
長
率

一
四
・
五
％
（
二
〇
一
一
年
は
五
％

程
度
の
予
測
）
が
注
目
を
集
め
た
。

六
五
年
の
建
国
以
来
、「
資
源
の
な

い
小
島
国
」
を
自
覚
し
て
お
り
、
フ

リ
ー
ポ
ー
ト
政
策
、外
資
誘
致
政
策
、

戦
略
的
な
産
業
育
成
政
策
な
ど
、

様
々
な
国
家
戦
略
が
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
そ
し
て
成
功
し
て
き

た
と
い
え
る
。
こ
の
方
針
は
、
今
年

五
月
の
総
選
挙
で
多
少
変
革
を
迎
え

た
と
は
い
え
、変
わ
る
こ
と
は
な
く
、

「
ア
ジ
ア
ン
・
ハ
ブ
（
ア
ジ
ア
の
人
、

モ
ノ
、
情
報
、
資
金
の
結
節
点
）」

を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

国
家
施
策
に
の
る
こ
と
が

成
功
へ
の
第
一
歩

　
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
っ
て
、
タ
バ
コ

に
厳
し
い
ん
で
し
ょ
？
」。
日
本
で

よ
く
聞
か
れ
る
が
、
事
は
タ
バ
コ
に

限
ら
な
い
。
日
常
生
活
に
お
い
て
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
「
超
管
理
国
家
」
だ
。

様
々
な
規
制
、
法
律
が
隅
々
ま
で
入

り
込
ん
で
く
る
。
あ
ま
り
の
罰
金
の

多
さ
と
街
並
み
の
美
し
さ
を
か
け
て

「
フ
ァ
イ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
（Fine

は
罰
金
と
い
う
意
味
も
あ
る
）」
と

呼
ぶ
人
も
い
る
ほ
ど
。
い
わ
く
、
タ

バ
コ
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
、
ガ

ム
禁
止
（
売
っ
て
も
い
な
い
）、
果

て
は
「
家
の
中
で
裸
で
い
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
も
の
ま
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
管
理
国
家
も
、
ひ
と

た
び
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る
と
、
大
き
な

強
み
を
発
揮
す
る
。「
株
式
会
社
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
」
と
思
え
る
よ
う
な
戦

略
的
な
成
長
施
策
が
と
ら
れ
、
重
点

的
な
予
算
配
分
が
な
さ
れ
る
。
政
府

の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
与
も
大
き
い
。

　

日
系
企
業
に
と
っ
て
も
、こ
の「
政

策
に
の
る
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
主
な
施

策
は
、
①
補
助
金
・
助
成
金
な
ど
の

名
目
で
の
金
銭
補
助
、
②
免
税
・
減

税
な
ど
税
制
面
で
の
優
遇
、
③
情
報

提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
三

つ
。
提
供
方
法
は
二
通
り
あ
り
、
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
に
制
度
化
さ
れ
、
要
件

を
満
た
し
て
応
募
す
れ
ば
等
し
く
適

用
さ
れ
る
も
の
と
、
政
府
機
関
や
各

種
団
体
が
仲
介
す
る
か
た
ち
で
個
別

に
提
供
さ
れ
る
も
の
に
分
か
れ
る
。

と
く
に
最
近
、
重
点
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。

①
進
出
時
の
施
策

　

外
資
誘
致
の
主
力
部
隊
は
Ｅ
Ｄ
Ｂ

（
経
済
開
発
庁
）
だ
。
従
来
は
大
手

メ
ー
カ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

マリーナベイ・サンズ
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カントリーリスクを
最小化する！

アジア進出
成功MAP
アジア進出を検討する企業が増え
てきた。マーケットとして、ビジネス
の拠点として、自社に適した国はど
こか。地域ごとの特性や市況、進出
のためのヒントを提示するシリーズ。
今号と次号では、経済成長著しい
「シンガポール」を取り上げる。

日本能率協会コンサルティング（JMAC）
アジア化支援センター EPマネジャー

才川哲治

前

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル



た
が
、
現
在
は
、
製
造
業
な
ら
技
術

開
発
型
企
業
や
ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
を

も
つ
中
小
企
業
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
ほ
と
ん
ど
の
業
種
を
重
点
対
象

と
し
て
い
る
。
過
去
に
大
手
食
品
メ

ー
カ
ー
が
進
出
す
る
際
に
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
食
品
表
示
、
規
制
に
関

す
る
法
律
を
変
更
し
て
ま
で
誘
致
し

た
ほ
ど
権
限
が
強
い
。
用
地
取
得
へ

の
補
助
や
手
続
き
の
補
助
な
ど
幅
広

く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
が
、
一
本
釣

り
の
色
合
い
が
強
く
、
そ
の
内
容
は

流
動
的
で
個
別
企
業
ご
と
に
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
機
能
の

誘
致
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
お

り
、
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
Ａ
＊
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
（
科
学
技
術
研
究
庁
）
が
中

心
と
な
っ
て
、
進
出
補
助
金
の
提
供

や
共
同
で
の
研
究
所
設
立
（
投
資
の

負
担
）
を
し
て
い
る
。

②
稼
働
後
の
施
策

　

従
来
よ
り
自
由
貿
易
を
重
要
方
針

と
し
て
き
た
た
め
、
多
く
の
国
と
Ｆ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
自
由
貿
易
協
定
が
結
ば

れ
て
い
る
。
他
国
へ
の
輸
出
に
は
非

常
に
有
利
と
い
え
る
。
二
〇
一
〇
年

二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
戦
略
委

員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
今
後
一
〇
年

の
成
長
戦
略
を
発
表
し
て
お
り
、
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
労
働
生
産
性
の

向
上
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
一
〜

二
％
の
生
産
性
向
上
率
を
三
％
に
引

き
上
げ
る
と
し
て
お
り
、
非
常
に
多

く
の
施
策
が
現
在
進
行
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
人
材
教
育
に
関
す
る
補

助
金
・
費
用
の
税
控
除
、
設
備
導
入

や
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
補

助
金
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
共
同
事
業

開
発
（
主
に
海
外
進
出
）
も
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
毎
年
の
予
算
編

成
で
か
な
り
の
規
模
の
資
金
が
確
保

さ
れ
、
民
間
団
体
な
ど
も
巻
き
込
ん

で
活
発
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

最
近
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
◯

%
 funding

」
と
表
記
さ
れ
、
大
き

い
も
の
で
は
七
〇
％
以
上
の
費
用
が

補
助
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。

③
他
国
へ
の
進
出

　

Ｉ
Ｅ
（
国
際
企
業
庁
）
が
中
心
と

な
り
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
他

国
へ
の
進
出
支
援
を
行
な
っ
て
い

る
。三
〇
か
国
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、

日
本
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振

興
機
構
）
に
近
い
が
、
大
き
く
異
な

る
の
は
、
積
極
的
な
市
場
開
拓
の
サ

ポ
ー
ト
や
資
金
援
助
な
ど
を
実
施
す

る
一
方
で
、「
金
も
、
口
も
、
手
も

出
す
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
は
、対
象
が「
地

元
資
本
が
三
〇
％
以
上
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
の
制
約
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
進
出
を
考
え
る
日
系
企
業
に
は
使

い
に
く
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

大
き
な
国
家
予
算
を
背
景
に
様
々
な

団
体
（
連
盟
、
協
会
な
ど
）
が
大
量

に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て

お
り
、
こ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な

い
だ
ろ
う
。
日
系
企
業
は
、
あ
ま
り

得
手
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
は
「
政
府
と
の
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

日
本
ク
ラ
ス
タ
ー
は

大
き
く
四
つ
に
分
か
れ
る

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
七
〇
年
代
か

ら
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出
し
て
き

た
。
物
価
、
賃
金
、
不
動
産
価
格
な

ど
の
上
昇
も
あ
り
、
近
年
は
在
留
日

本
人
数
も
微
減
傾
向
だ
っ
た
が
、
昨

年
か
ら
変
化
が
起
き
て
い
る
。
日
本

か
ら
の
投
資
、
進
出
企
業
が
増
え
、

在
留
日
本
人
数
は
再
び
、
し
か
も
大

幅
な
上
昇
に
転
じ
た
の
だ
。
実
際
、
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710.3平方キロメートル
※東京23区（621.5平方キロ）よりやや広く、東西40km、
南北20kmのひし形の島国

国土

約520万人
※国民、永住者、および長期滞在（1年超）の外国人が含まれる、
短期滞在を入れると700万人とも言われる

人口

英語、中国語（北京語）、マレー語、タミル語
※ビジネスはほぼ英語、会社によっては中国語公用語

2,670億USドル（2011年予測値、世界40位）
※2010年の経済成長率は14.5％で過去最高を記録。
1人当たり名目GDP43,117ドル（世界15位、アジア1位）

名目
GDP

シンガポール・ドル（SGD）
※1SGD＝62.21JPY
（11月1日現在）

通貨

製造業（エレクトロニクス、
化学、バイオメディカル、精密
機械）、商業、運輸・通信業、
金融サービス業

主な産業

およそ3,000社
（支店、駐在事務所を含まず）

日系企業

約25,000人 
※日本人学校＝中学校1校、
小学校2校

在留邦人

11億7,600万（SGD） 
※前年比13.9％増加

日本からの
直接投資

アジア進出成功MAP

上／政府主導で会社がで
きる（健康食品会社のオー
プニングイベント）
下／生産性向上プロジェ
クトで大きな成果を上げ、
表彰される日系企業

DATA■シンガポールの概要



さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

工
業
団
地
や
オ
フ
ィ
ス
街
、
商
業
エ

リ
ア
に
い
る
と
、「
日
本
（
人
）
だ

ら
け
」
と
感
じ
る
こ
と
が
増
え
た
。

　

国
土
が
狭
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

全
土
に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
開
発
が

な
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
に
行
く
に
も

車
で
三
〇
分
程
度
と
ア
ク
セ
ス
が
い

い
。
次
々
と
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
地
下
鉄
）
の

路
線
が
開
業
し
、
網あ
み

の
目
の
よ
う
に

バ
ス
路
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
公
共

交
通
機
関
も
充
実
し
て
い
る
。ま
た
、

職
住
の
み
な
ら
ず
、
買
い
物
や
飲
食

な
ど
商
業
エ
リ
ア
も
近
接
し
て
お

り
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
建
ち
並
ぶ
地

域
に
〝
コ
ン
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る

様
子
は
特
徴
的
で
あ
る
。
日
本
ク
ラ

ス
タ
ー
は
、
大
き
く
次
の
四
つ
に
分

け
ら
れ
る
（
図
表
参
照
）。

①
オ
フ
ィ
ス
街

　

中
堅
の
製
造
業
は
、
工
場
と
オ
フ

ィ
ス
が
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
工
業

エ
リ
ア
に
オ
フ
ィ
ス
も
立
地
し
て
い

る
。
物
流
企
業
も
同
様
だ
。
地
域
統

括
会
社
や
販
売
、
管
理
機
能
を
も
つ

オ
フ
ィ
ス
な
ど
は
タ
ン
ジ
ョ
ン
パ
ガ

ー
周
辺
に
多
く
立
地
し
て
い
る
。
特

に
ア
ン
ソ
ン
ロ
ー
ド
沿
い
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
に
は
、
商
社
、
旅
行
、
不
動

産
、
新
聞
、
会
計
事
務
所
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
固
ま
っ
て
お
り
、
情
報
収
集

を
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
の
に
も
都
合
が
い
い
。

　

ラ
ッ
フ
ル
ズ
プ
レ
イ
ス
は
、
最
近

開
発
さ
れ
た
金
融
街
で
、
銀
行
系
の

高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
。
当
然
、
金

融
業
が
多
い
の
だ
が
、
日
系
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
や
投
資
会
社
も

あ
り
、
小
規
模
の
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ

ス
が
多
数
立
地
し
て
い
る
た
め
、
日

系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
、
こ
こ
に
オ
フ
ィ
ス
を
登
記
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
。

②
工
業
地
帯

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
あ
ま
り
工

場
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
が
、
ち
ょ
う

ど
島
の
周
囲
を
取
り
囲
む
よ
う
に
大

き
な
工
業
団
地
が
点
在
す
る
。
内
陸

の
中
小
規
模
の
も
の
ま
で
含
め
る

と
、
そ
の
数
は
三
〇
を
超
え
る
。

　

チ
ャ
ン
ギ
エ
リ
ア
は
、
空
港
が
近

い
こ
と
も
あ
り
、
物
流
会
社
が
密
集

し
て
い
る
。
製
造
業
は
エ
ア
ロ
ス
ペ

ー
ス
と
呼
ば
れ
る
航
空
関
係
の
企
業

（
エ
ン
ジ
ン
整
備
や
部
品
製
造
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
）
が
主
で
、

古
く
か
ら
進
出
し
た
日
系
の
工
場
も

あ
る
。
工
業
団
地
は
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
区
画
が
多
い
が
、
並
木
道
で
、

す
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

　

最
も
日
系
企
業
の
工
場
が
集
中
し

て
い
る
の
は
西
部
の
ジ
ュ
ロ
ン
エ
リ

ア
と
ト
ゥ
ア
ス
エ
リ
ア
だ
。
完
全
に

工
業
地
帯
と
し
て
開
発
さ
れ
て
お

り
、
電
気
、
半
導
体
、
食
品
、
機
械

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
工

場
が
あ
る
。
区
画
も
大
き
く
、
数
百

人
〜
千
人
規
模
も
珍
し
く
な
い
。
外

国
人
労
働
者
も
多
数
い
て
、
ロ
ー
カ

ル
企
業
の
中
に
は
か
な
り
低
賃
金
で

雇
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

ウ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
を
中
心
と
す
る
北

部
は
近
年
大
規
模
に
開
発
さ
れ
始
め

た
エ
リ
ア
で
、
多
く
の
ア
パ
ー
ト
が

建
ち
並
び
、
人
口
が
急
増
し
た
。
工

場
も
比
較
的
大
き
な
も
の
が
多
い
。

③
日
本
人
居
住
区

　

日
本
人
の
多
く
は
、中
央
南
部（
当

地
で
は
中
央
部
と
呼
ば
れ
る
）
の
エ

リ
ア
に
住
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
、

リ
バ
ー
バ
レ
ー
は
、
飲
食
店
や
バ
ー

な
ど
が
集
ま
る
ク
ラ
ー
ク
キ
ー
や
、

明
治
屋
、
紀
伊
国
屋
の
入
る
リ
ャ
ン

コ
ー
ト
な
ど
に
近
い
た
め
、
コ
ン
ド

に
よ
っ
て
は
八
割
以
上
が
日
本
人
と

い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
最
近

は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
不
動
産
が
高
騰

し
、
か
な
り
賃
料
が
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
ち
ら
で
は
一
般
的
な
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
（
約
一
二
〇
平
米
）
の
部
屋
で
、

月
額
三
〇
〜
四
〇
万
円
程
度
に
な
っ

て
お
り
、
他
の
地
区
に
転
出
す
る
駐

在
員
も
出
て
き
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン

アンソンロード沿いのオフィスビル街

チャンギエリアの工業団地
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ズ
タ
ウ
ン
周
辺
は
、
研
究
機
関
が
多

く
集
ま
る
バ
イ
オ
ポ
リ
ス
に
近
く
、

ま
た
、
リ
バ
ー
バ
レ
ー
な
ど
と
比
べ

る
と
、
ま
だ
賃
料
が
安
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
頃
、
日
本
人
が
増
え
て

き
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。

④
大
商
業
エ
リ
ア

　

日
本
人
は
前
述
の
リ
ャ
ン
コ
ー
ト

の
ほ
か
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
エ
リ
ア
で

買
い
物
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
は
伊
勢
丹
や
髙
島
屋
を
は
じ

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ア
パ

レ
ル
、
外
食
店
が
軒の
き

を
連
ね
、
国
内

最
大
の
商
業
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い

る
。
最
近
は
日
系
の
外
食
チ
ェ
ー
ン

店
が
相
次
い
で
出
店
し
て
お
り
、
ロ

ー
カ
ル
の
人
々
に
も
人
気
を
博
し
て

い
る
。
一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
全

土
で
一
〇
〇
を
超
え
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
あ
る
が
、
多
く
は
Ｍ
Ｒ

Ｔ
の
駅
に
隣
接
し
て
い
て
利
便
性
が

高
い
。
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
モ
ー

ル
は
ど
ん
ど
ん
大
型
化
す
る
傾
向
に

あ
り
、
日
系
の
小
売
、
外
食
チ
ェ
ー

ン
店
の
進
出
が
相
次
い
で
い
る
。

国
家
予
算
は
わ
ず
か
三
兆
円

不
思
議
の
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
予
算
は
歳

出
で
約
三
兆
円
。日
本
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
歳
出
が
約
二
二
〇
兆
円

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
予
算
を

戦
略
的
に
配
分
す
る
と
い
っ
て
も
、

そ
の
規
模
の
小
さ
さ
は
明
白
だ
。
ま

た
、
一
人
あ
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

昨
年
の
日
本
を
上
回
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
大
学
卒
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
初
任
給
は
年
収
で

約
二
五
〇
万
円
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

平
均
所
得
は
日
本
の
三
分
の
一
程
度

で
あ
る
。
一
方
、
政
府
の
低
賃
金
労

働
者
の
定
義
は
月
収
で
五
万
円
以
下

と
な
っ
て
お
り
、
年
収
は
一
〇
〇
万

円
に
も
満
た
な
い
。
そ
こ
へ
、
不
動

産
高
騰
、
イ
ン
フ
レ
、
物
価
上
昇
が

起
こ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、
な

ぜ
、
い
ま
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
の
か
。

　

日
本
か
ら
の
企
業
進
出
が
再
熱

し
、
活
況
に
わ
く
美
し
い
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
。
こ
の
不
思
議
の
国
の
実
態

は
…
…
。
次
号
で
は
、
雇
用
環
境
や

市
況
を
ふ
ま
え
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成

功
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

駅に隣接する大型ショッピングモール

ニュートップL.　2011.December.No.26

シンガポール

ウッドランズ

トゥアスエリア

ジュロンエリア

クイーンズ
タウン

リバーバレー

タンジョンバガー周辺
（オフィス街）

ラッフルズプレイス
（金融街）

日系企業の
オフィス

日系企業の
工場 日本人学校 日本人が

多く住むエリア 日本食

大商業エリア

イースト
コースト

チャンギエリア

チャンギ
国際空港

イーシュン
マレーシアマレーシア

アジア進出成功MAP

図表■シンガポールの日本クラスター


